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私は 、令和6年4月1日か ら 令和7年3月31日までの 令和6年度に お
ける会 計及び業務の監 査を行い、次のとおり報告する。

1.監査の方法と概要
(1) 会計監査 について、帳簿並びに関係書類の閲覧など必要と思われる監査手

続きを用いて、計算書類の正確性を検討した。

(2) 業務監査について、理事会及びその他の会議に対面またはオンラインで出
席し、理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査
手続きを用いて、業務執行の妥当性を検討した。

2.監査意見
(1) 貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録、並びに収支計算書は、会
計帳簿の記載金額と一致し、法人の財政状態、財産の変動、並びに収支の状況
を正しく示していると認める。

(2) 事 業報告の内容は、事実であると認める。

(3) 理事の業務執行 において、不正の行為または 法 令もしくは寄付行為に違反
する重大な 事実はないと認める。

以上
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く財務諸表等 監査＞

監査意見

独立監査人の監査報告書
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私は、公益社団法人及び 公益財団法人の認定等に関する法律第23条の規定に基づき、公益財団

法人仁科記念財団の2024年4月1日から2025年3月31日までの2024年度の貸借対照表、損益

計算書（公益認 定等ガイドラインI -5(1)の定めによる 「正味財産増減計算書」をいう。）及び 財務諸表

に対する注記並びに附属明細書について監査し、あわせて、正味財産増減計算書内訳表（以下、これ

らの監査 の対象書類を 「財務諸表等」と いう。）について監査を行った。

私は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に

準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産、損益（正味財産増減）の状況を、全ての重要な点にお

いて適正に表示しているものと認め る。

監査 意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における私の責任は、 「財務諸表等の監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国

における職業倫理に関する規定に従って、法人から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理

上の責任を果たしている。私は、意見表明の基礎となる十分か つ適切な監査証拠を入手したと判断し

ている。

その他の記載内容

その他の記載内容は、 事業報告及び その附属明細書並びに財産目録の うち意見の対象とされ

ていない部分である。 理事者の責任は、 その他の記載内容を作成し開示することにある。 また、

監事の責任は、 その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を

監視することにある。
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